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日
韓
宗
教
文

化
の

ト
ラ

ン

ス

ナ

シ
ョ

ナ

リ
テ
ィ

代
表
者
・

司
会
　
櫻
井
義
秀

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　

田
島
忠

篤

韓
国
に

お

け
る

社
会
変
動
と

日
系

新
宗
教
の

布
教

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

李
　
　
賢
京

　
グ
ロ

ー

バ

ル

化
と

と

も
に

、

政

治
、

経
済

、

文
化
だ

け
で

は

な

く
、

宗

教

に

お

い

て

も
「

脱
境
界
」

現

象
が
み

ら
れ

る
よ

う
に

な

っ

た
。

こ

れ

は
、

当
該
社
会
が
他
宗
教
を
日

常
的
に

受
け
容
れ
て

い

る

こ

と
で

あ
り、

他

宗
教
の

世
界
観
や

価
値
観、

道

徳
な
ど
を

単
に

容
認
す
る

と
い

う
慣
用

的
な
立

場
を

超
え、

そ
れ
ら
を
積

極
的
に

受
け
容
れ

る

価
値
意
識
を
有
し

て

い

る

こ

と
を

意
味
し
て

い

る

こ

と

で

も

あ
る

。

韓
国
に

お

い

て

日
本
の

新
宗

教
が

受
容
さ
れ

、

拡
散
し
て

い

る

現
状
も
こ

う
し

た

脈
略
の

な
か
で

理
解

す
る

こ

と
が

で

き
る

。

そ
れ
は

「

歴

史
問
題
」

を
は
じ

め
と

す
る
日

韓

両
国
の

間

に
多
く
の

葛
藤
要

因
が
存

在
す
る
に

も
か
か

わ
ら

ず
、

現

在、

十
八

教
団、

約
一

九
〇
万
人
を
超
え
る

日

系
新

宗
教
信
者
が
韓
国
内

に
居
る

こ

と
や

、

彼
ら
の

す
べ

て

が
韓

国
人
で

あ
る

事
実
か
ら
で

も
確
認

で

き
る

。

　
今
日
の

韓
国

社
会
は
、

五

〇
〇

年
を
超
え
る

朝
鮮
王

朝
時
代
の

間、

制

度
宗
教
と
し

て

の

役
割
を
果
た
し
た

儒
教
と
仏

教
の

よ

う
な
東
洋
の

伝
統

宗
教
と

、

近
代
以
降、

欧
米
の

宣
教
師
に

よ
っ

て

受

容
さ
れ
た
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
や
カ

ト
リ

ッ

ク
の

よ

う
な
西
洋
の

キ
リ
ス

ト
教
が
土
着
し、

さ
ら

に
は

新
興

宗
教
運
動
に
よ
っ

て

生
ま
れ
た
韓
国
の

諸
新

宗
教
や
民
衆
に
よ

っ

て

受
け

継
が
れ
て

き
た
民
間
信
仰
な
ど

が
混

在
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

　
一

方、

植
民
地

時
代
を
通
じ

て

の

日
本
人
の

渡
朝
と
と

も
に、

多
く
の

日
本
の

宗
教
が

朝
鮮
半
島
に

布
教
さ
れ

た
。

し

か
し
、

日
本
の

敗
戦
に

よ

っ

て

植
民
地

期
が

終
わ

り
、

一

九
四

五

年
に

米
軍
政
が

開
始
さ
れ
る
に

と

も

な
っ

て
、

す
べ

て

の

日
本
の

宗
教
は

米
軍
か

ら

強
制
解
散
の

命
令
を

受

け
た
。

そ
の

結
果、

韓
国
人

信
者
た

ち
は

日
本
の

宗
教
か

ら

離
れ

る

こ

と

を

余
儀
な

く
さ
れ
、

多
く
の

日
本
の

宗
教
団
体
が

朝
鮮
か
ら

撤
退
し
て

い

っ

た

（

天
理

教
だ

け
は

存
続）

。

そ
の

後
、

一

九

六
五

年
の

「

日

韓
国
交

正

常
化
」

の

成
立
に

よ
っ

て
、

日

本
の

新
宗
教
が

韓
国
内
で

の

布
教
活
動

を

再
開
し

て

い

っ

た
。

　

他
方

、

韓

国
で

は
、

か

つ

て

日

本
の

大
衆
音
楽

、

映
画

、

漫
画
な
ど
の

大
衆
文
化
を

禁
止
し

て

い

た
が

、

一

九
九
八

年
よ

り
日

本
の

大
衆
文
化
が

徐
々

に

開

放
さ
れ

た
。

そ
れ
に

よ

っ

て
、

日

本
の

漫

画
・

映
画
・

ド

ラ

マ

・

音
楽
な
ど

様
々

な

文
化
コ

ン

テ

ン

ツ

が
、

韓
国
の

若
者
の

日

常
に

自

然
に

溶
け
込
み

、

若
者
の

問
で

は

「

日

流
」

ブ
ー

ム

が
起
こ

っ

た
。

し

か

し
、

日

本
文
化
は

韓
国
の

若
者
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て

い

る

と

は
い

え
、

韓
国
人
の

問
に

は

植
民
地
支
配

、

領
土

問
題
な
ど

か
ら
生
じ
る

「

反

日

感
情
」

は
ま
だ

根
強

く
存
在
し
て

い

る
。

そ
の

た
め
、

一

般
的
に

、

韓

国
人
の

問
で

は

日

系
新
宗
教
は

否
定
的
に

認
識
さ
れ
て

い

る
。

こ

う
し

た

韓
国
社
会
に

お

け
る

相
反
す
る

日

本
観
が

混
在
し
て

い

る

に

も
か
か

わ
ら

ず
、

日

系
新

宗
教
は

拡

散
さ
れ
た
が

、

そ
の

理

由
は
何
だ
ろ

う
か

。

　
］

つ

は
、

日

系
新
宗
教
の

最
大
の

特
徴
で

あ
る

現
世
志
向
主

義
的
な

宗

教

実
践
と
韓

国
の

既
成

宗
教
と

の

差

別
化
で

あ
る

。

韓

国
で

は
、

現
在
ま

で

信
者
中
心
の

宗
教
教
団
が

成
功
し

た

前
例
は
な
い

。

つ

ま

り
、

「

在

家

信
者
」

や

「

平
信

者
」

が
主

体
と
な
っ

て

信
仰
で

き
る

と
い

う
こ

と
が

多．

く
の

韓
国
人

信
者
を
魅

了
し
た
と

考
え
ら
れ

る
。

二

つ

は
、

国
交
正

常
化
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以
降、

布
教
を
再
開
し

教
勢
を
拡

大
し
た
日

系
新
宗
教
は、

そ
の

時
期
が

韓
国
の

軍
事
政

権
の

下
で

の

強
力
な
近

代
化
政

策
の

推
進
と

「

漢
川
の

奇

跡
」

と
い

わ

れ
た

高
度

経
済
成
長

期
、

そ

れ
に

伴

う
離

村
向
都
が

生
じ
た

時
期
と
重
な
っ

て

い

る
。

こ

う
し

た

状

況
の

な
か
で

韓
国
の

伝

統
的
価
値

観
が
崩
れ
始
め

、

工
業

化
・

都
市
化
に

見
合
っ

た
価

値
体
系
が

必
要
と

さ

れ
た

。

た
と

え
ば
、

創

価
学
会
（
KSGI

）

は、

現
在
の

不
満
足
な

境

遇
は
自
ら

前
向
き
に

取
り
組
ん

で

い

く
こ

と
で

「

宿
命
転
換
」

が

で

き
、

プ
ラ

ス

思

考
で

「

変
毒
為
薬
」

し

て

道
を

開
く
こ

と
が
で

き
る

こ

と
を

積

極
的
に

ア

ピ

ー

ル

し
た
が

、

そ
の

よ

う
な
考
え

方
は、

伝
統
的

社
会
で

は

な

く
都
市
社
会
−

個
人
の

努
力
に

よ

っ

て

生
活
の

向
上
が

可
能
な
流
動
化

し

た

社
会

1
と

親
和
的
で

あ
っ

た

の

で

あ
る

。

韓
国
の

メ

デ
ィ

ア

を
通

じ
て

み

る

「

倭
色
」

宗

教

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

諸
　
　
点
淑

　
韓
国
で

は
、

日

本
系
宗
教
が

「

倭
色
」

宗
教
と

も
言
わ

れ
て

い

る
。

「

倭
色
」

と

は
「

和
風
」

「

日

本
風
」

「

日

本
的
な

も
の
」

を

意

味
す
る

。

つ

ま
り

「

倭
色
」

宗
教
と
は

日
本
で

生

ま
れ

た

り
、

あ
る

い

は

日
本
的
な

傾
向
を

持
つ

宗
教
を

意
味
す
る

。

韓
国
の

メ

デ

ィ

ア

に

お

け
る

「

倭
色
」

宗
教
は
、

一

九

六
五

年
「

日

韓
国
交
正

常
化
」

を

発
端
と

し
て

韓
国
社
会

に

登

場
す
る

こ

と

と

な
っ

た
。

「

目

韓
国
交
正

常
化
」

は
、

日
本

系
宗
教

の

本
格
的
な
韓
国
進
出
の

踏
み
台
と

な
っ

た

が
、

む
し

ろ

メ

デ

ィ

ア

を

通

じ
て、

「

倭
色
」

宗

教
へ

の

批
判
と

警
戒
を

促
す
新
聞
記
事
が

韓
国
社

会

に

拡
散
さ

れ
る

契
機
に

も
な
っ

た
。

そ
の

後、

一

九
九
五

年、

日
本
で

発

生
し
た

「

オ
ウ

ム

真
理
教

事
件
」

に

よ

り、

日

本
系
宗
教
を
警
戒
す
る

内

容
の

記
事
が
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
、

日
本
系
宗
教
に

対
す
る
排
他
的

な

機
運
が

韓

国
社
会
に

よ

り
高
ま
る

こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の

よ

う
な
韓
国

社
会
に

刻
印

さ
れ

た

「

倭
色
」

宗
教
と
い

う
日

本
系
宗
教
へ

の

敏
感
な
反

応
は
、

毎
年
八
・
一

五

記
念
日

（

日
本
か
ら
解
放
さ
れ
た

日）

に

な
る

と
、

確
実
に

再
生

産
さ

れ
て

き
た

。

だ
が
、

皮
肉
に

も
韓
国
社
会
の

反
日
感
情

の

中
に

お

い

て

も

日
本
系
宗
教
の

信
者
は

増
加
し
つ

つ

あ
る

の

で

あ
る

。

　
本
研
究
で

は
、

こ

の

よ

う
な

反
日

感
情
の

中
で

も
教
勢
や

信
者
が
増
加

し

て

い

る

日

本
系
宗
教
の

現

象
に

注
目
し

て、

日

本

系
宗
教、

つ

ま

り

「

倭
色
」

宗
教
が

韓
国
社
会
に

定
着
し
て

い

く
時

代
的
流
れ
や

「

倭
色
」

宗
教
に

対
す
る

今
日
の

韓
国
社
会
に

お

け
る

認
識
の

変
化
を、

新
聞
記
事

を

通
し
て

考
察
す
る

こ

と

を
目

的
と

し
て

い

る
。

「

倭
色
」

宗
教
は
、

植

民
地
と

い

う
歴
史
を
経
験
す
る

な
か
で

形
成
さ
れ
た
、

日
本
的
な
も
の

に

対
す
る

反
感
や
被
害
意
識
な
ど

と
い

っ

た

複
合
的
な
情
緒
の

中
で
、

韓
国

社
会
に
深
く
根
を

下
ろ

し
て

い

っ

た
。

し

か
し、

こ

の

よ

う
な
意
味
合
い

を

有
し
て

い

た

「

倭
色
」

宗
教
で

あ
る

が
、

二

QOO

年
代
に

入
っ

て

か

ら
は
、

批
判
と

警
戒
を
こ

め

た

新
聞
記
事
が
前
に

比
べ

大
き
く

減
少
す
る

現
象
を
み

せ

て
い

る
。

こ

れ
は

お
そ

ら
く、

「

倭
色
」

宗
教
に

対
す
る

韓

国
社
会
の

関
心
が

薄
ま
り
つ

つ

あ
る

こ

と

を
意
味
す
る

と
同
時
に、

韓
国

社
会
に

お

け
る

「

倭
色
」

宗
教
へ

の

認
識
が
変
化
し
た
も
の

と

し
て

も
解

釈
で

き
る

だ

ろ
う。

無
論、

こ

う
い

っ

た

現
象
に

は、

日
本
系

宗
教
の

韓

国
で

の

土

着
化
過
程
や
積
極
的
な
社
会
活
動
も
一

役
買
っ

た

で

あ
ろ

う
こ

と

も
見
逃
せ

な
い
。

　
「

倭
色
」

宗
教
を
め

ぐ
る

韓
国
社
会
の

認
識
変

化
を

新
聞
記

事
を

中
心

に
捉
え
る

た

め、

本
研
究
で

は
、

一

九

六
〇
年
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま

で

の

「

倭
色
」

宗
教
と

関
連
す
る

新
聞
記

事
を
検
討
し、

時
代
別
の

報
道
状

況
と

韓
国
社
会
に

お
け
る
反
応
を
分
析
す
る

。

ま
た

事
例
研
究
と

し
て
、
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